
 

 

 
2016 年 9 月 15 日 

IFRS 財団 御中 

 
公開草案「体制とその有効性についての評議員会のレビュー： 

IFRS 財団定款の修正案」に対するコメント 

 

1. 企業会計基準委員会（「ASBJ」）は、公開草案「体制とその有効性についての評議員

会のレビュー：IFRS 財団定款の修正案」（以下「公開草案」という。）に対するコ

メントを提供する機会を歓迎する。 

2. 公開草案に対する我々のコメントは以下のとおりである。 

(a) 2015 年 7 月に IFRS 財団の意見募集「体制とその有効性に関する評議員会のレ

ビュー：レビューにあたっての論点」に対するコメントでも述べたように、評

議員会のレビューは少なくとも 5年に一度実施とすべきであり、これを実質的

に（例えば、6年又は 7 年に）延長することに賛成しない。 

(b) 我々は、市場・金融規制当局者としての経験を有する者が審議会のメンバーと

なることを禁止する必要はないと考えているものの、そのような経歴を有する

者を必ず審議会のメンバーに含めなければならないとする提案に賛成しない。

我々は、審議会のメンバーの少なくとも一人が市場・金融規制当局者としての

経験を有していなければならないことの根拠が明確ではないと考えている。 

(c) 我々は、審議会及び IFRS 財団の評議員会の公式の諮問組織である IFRS 諮問会

議は、IASB の基準開発に関するガバナンス上、重要な機関であると考えている。

したがって、この会議を年 3回から年 2回に変更するには説得力ある理由が必

要であると考えられるが、それが明確になっていないため、最終化にあたって

は理由を明確にすべきである。また、「少なくとも年 2 回」ということは、IFRS

諮問会議が年に 3回以上開催されることを妨げるものではないと考えている。

2017 年については試験的に年 2 回として、その結果を踏まえて、その後も年 2

回を継続するのか、年 3 回に戻すのかを判断することを提案する。 

3. 我々のコメントが、IFRS 財団の検討に役立つことを願っている。ご質問があれば、

ご連絡いただきたい。 

 

小野 行雄 

企業会計基準委員会 委員長 


